
 様式第４号（第12条関係）

（宛先）

　　　滋賀県知事

提出者
住所

氏名

の規定に基づき、事業者行動報告書を作成したので、提出します。

１　事業所の概要

2 2 5 4

２　計画期間および報告対象年度

年度

３　計画の実施状況

別添のとおり

注　用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とします。

年度 

計 画 期 間 2020 年度 　～

事業者行動報告書
令和5年9月11日

滋賀県草津市野路三丁目2-18

　　（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

事 業 者 の 住 所
(法人にあっては、主たる
事 務 所 の 所 在 地 )

株式会社メタルアート
代表取締役　友岡　正明

　　（法人にあっては、名称および代表者の氏名）

株式会社メタルアート

代表取締役　友岡　正明

滋賀県草津市野路三丁目2-18

事 業 者 の 氏 名
(法人にあっては、名称
お よ び 代 表 者 の 氏 名 )

　滋賀県低炭素社会づくりの推進に関する条例 
第21条第１項

第22条第２項において準用する同条例第21条第１項

計 画 の 実 施 状 況

事 業 所 の 所 在 地 滋賀県草津市野路三丁目2番18号

事 業 所 の 名 称 株式会社メタルアート　本社工場

原油換算エネルギー使用量が、年間1,500ｷﾛﾘｯﾄﾙ以上の事業所を
県内に有する事業者

任意提出事業者

該 当 す る 事 業 者 の 要 件
従業員数が21人以上であって、エネルギー起源二酸化炭素以外の温室
効果ガス排出量が、二酸化炭素換算で年間3,000トン以上の事業所を
県内に有する事業者

主 た る 事 業 鍛工品製造業細分類番号

2022

報 告 対 象 年 度 2022

計画書規則様式第４号・基本情報



　標準様式第２号

１　自らの温室効果ガス排出量の削減に向けた取組の実施状況等

（１）エネルギー起源CO2排出量の削減に向けた取組の実施状況

（２）エネルギー起源CO２以外の温室効果ガス排出量の削減に向けた取組の実施状況

（３）上記の取組に係る目標の進捗に対する自己評価

（第１面）

・熱間鍛造ラインが1ライン稼働開始（2022年4月）
　⇒生産が軌道に乗るまでの間、頻発停止発生によりエネルギー効率が低下した為
　　 目標未達

取組項目

2 運用対策

3

8

温室効果ガス
の種類

5

1

3500TP IH初期加熱改善電力費低減

2500TP IH初期加熱改善電力費低減

各制御盤室設置温度設定見直し

3 運用対策

2

コンプレッサー８号機の更新

コンプレッサー工場圧10％低減活動

7

4 運用対策

1 運用対策

6

運用対策

取組の内容

取組の内容

取組の実施状況

取組の実施状況

2020年度実施済

2021年度～実施継続

2021年度～実施継続

次年度以降に実施検討

2020年度実施継続

自社取組



３　その他の低炭素社会づくりに向けた取組の実施状況等

5

2
廃棄物の
低減

1

8

（第３面）

物流の合
理化

取組項目

7

6

4

3

取組の実施状況等

積載効率目標88％達成

デジタコを活用した指導強化

2015年度比：123％
（製品の軽量化等により、原単
位が悪化）

ﾄﾝｷﾛ当たりの軽油使用量の低減
前年度比　△1％

熱間鍛造重量当たりの廃棄物排出量
の低減
2015年度目標比　△3％

取組の内容および当該取組により達成しようとする目標

その他取組


